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1　は　じ　め　に

本報告は，昭和59年度実槙で労働時間26．1時間と県平均

及び3血以上層平均の半分以上という省力化を実現し，し

かも収量の年次変動が少なく常に県平均以上の収量をあげ

ている県北部の大規模稲作経営・A農家について，戦後に

おける稲作省力化の過程を整理し，その低コスト生産の実

態と今後の問題点を明らかにしようとしたものである。

2　地域の概況

A農家は涌谷町の北部・篭岳地区にあるが，この地区は

農業基盤が最も整理されている。

涌谷町は農家率45．8％（県19．0％）水田化率が92．5％

（県83．7％）であって，米の依存度が高い農業地域である。

水稲の作付品種は昭和弘年に奨励品掛こ採用されたサトホ

ナミの作付面桧が増加傾向にあるが，ササニシキの割合が

90％以上で，その偏重傾向が甚しい。

3　A農家の概況

A農家は，現在957丘の水田を所有する水稲中心の経営

であるが，麦・大豆の転作と農閑期を利用した漬物加工や

育苗ハウスの有効利用のためのホウレンソウ等を取り入れ

ている。家族はA氏・妻・両親・子供の5人であり，A氏

と妻が基幹労働力で，両親は田植，刈取等の農繁期のみ手

伝う程度である。

4　A農家の経営展開過程と省力化

A農家はもともと桶谷町の北に隣接する米山町の大地主

であった。A氏の祖父の代の昭和6年，5．000血の谷地開

墾のときに75血を4人共同で取得して現在の地に入植した。

以後，土地取得時の借金返済，農地解放や米の供出に関す

る，いわゆる“強権発動”，更には，分家分けで耕地面積

は7808にまで減少した。40年代に入るとA氏の就農を契

機として購入や開田ブームにのって耕地を徐々に増やし，

親戚関係からの経営受託を含めると水稲作付面積が88もα

となり，本県でも有数の大規模稲作農家となった。この間

に副次部門であった繁殖豚・養鶏は労働力の競合や価格の

面で問題となったため，切り捨てている。

このようにA農家は水稲を基幹とした経営を営んできた

が，これを生産手段と労働力構成について昭和20年ころか

らたどってみると次の4段階に区分できる。第1段階は戦

前から3る年ころまでの「馬耕と常雇」の時期，第2段階は

38年から40年ころの「手作業と日雇依存」の時期であって，

兼業化の進展など社会情勢の変化に伴って常雇が姿を消し，

排転機は導入したもののまだまだ日雇に依存せざるをえな

かった時期である。次の40年から46年の第3段階はトラク

タを始めとして′ヾインダやハーペスタ，乾燥機を制度資金

等を利用しながら次々と導入した「作業の機械化と日雇」

の時期である。そして現在は「大型機械と家族労働主体」

の稲作に推移している。

A農家の投下労働時間は表2のように極めて少ない。そ

れは，大型機械の導入によることは言うまでもないが，そ

の他に昭和初期から200区画に整備されていた圃場を更に

44年にコンクリート畦畔にし，同時に個人的になかの畦畔

を取払って縦長の408区画の圃場としたり，団地化のため

に農地の交換を行うなど作業能率を高める努力を積極的に

行ったことがその一因として挙げられる。

また稲作作業において，施肥や防除・除草は高度化成肥

料や農薬の開発による省力化の寄与率が大きい。例えば除

草休系は戦前の手取り3回，ヒエ抜き1回“から30年代の

PCPやパムコンの開発で手取回数を削減させ，45年ころ

にはサターンSを組み込んだ体系となり，現在は初期がデ

ルカット乳軌中期はマーシェット及びマメットSM粒剤，

後期は必要に応じてバサダラン拉剤とすべて除草剤に依存

している。そうした作業の省力化がA農家の低い生産費や

高収益性に大きくつながっていると考えられる（表3）。

5　む　　す　　び

農家が「省力化」を目指す場合には，その動機として二

つの事柄が考えられる。すなわち一つは兼業化に向かうた

めであり，もう一つは規模拡大（複合化も含む）を図るた

めである。A農家の場合は専業農家であり，明らかに後者

であるが，前記のような実機は圃場状況等の生産環境的要

因はもちろん，それを前提として経営基盤を整えるという
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表1　経営の変遷
（単位：ク．頑．羽．人）

20 年頃 ・－24 年 乃 ～ 汐 年 3〇・一34 年 35 、 39 年 40 － 44 年 4 5－ 4 9 年 勤 ～ 55 年 5‘年 5 7 年 58 年 59 年 帥 年

経
水　　　　 田 2．0的 1．700 1．080 ㊧ ～　 7糾 7 帥 839 ＠ ～　 957 95 7 95 7 957 95 7 957 957

盲

地
面
繍

（うち転作 ） （3 3 ） （5 1） （111） （111 ） （11 1） （1 11） （111）
曾　 ■　 中 92 92 92 92 9 2 3 3 15 ■－　　 8 8 8 8 8 8
■　 ■　 鴫

経 営 受　 託 40 10 40 40 4 0 40 1 0 仙 40
そ
の
他

採草 ・放牧 地

山　　　　 林

家
嘉

頭
羽
歓

牛

豚 ● 1 ● l ● l ● 】 ～㊥ 10 ㊥ 10 ㊥ 13 ～㊥㊥ 13

雷 約 700 約 7 00 約 700 約 7（和 約 700

馬 ユ 3 3 ～　　 3

そ　 の　 他 ク ジ十ク 2 ・一一一一◆以 降　 カモ 等致吉羽 飼育

家 族 構 成

蛛 ＠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ㊥ 結婚

曾祖母　　　　　　　　　　 ㊥ 没

祖 父　　　　　　　　　　 ㊨ 没　 靂 ㊨　　　　　　　　　　　　　 3け

祖 母　　　　　　 ㊥ 没　　　　　　　　 良女　　　　　　　　　　　　 け

叔　 母　　　　　　　　　　　 ㊥ 分家

常　　　 雇 10 10 lO ～㊥ 10

経 官 の 展 開

… 麦蓋 ）　　　　　 大 変靂 誓 叫 ま；‰ ゥ

機 械 ・施 設

㊥　　　　　　　 ㊨　　　　　　　 ㊥

餅 転機 7 PS　　　　 トラクタ 17 P S　　　 トラクタ 的 PS

㊥

トラクタ17 P S
（12 戸共 ）

㊨　　　 ㊧　　　 ㊥
′q ンダ3集 つり イヾン　 コンバイン4 条

㊧
バインダ 2 条

＠

ハーペスタ
⑳　　　　　　　　 ㊥

乾燥 機 15 石　　　　 乾燥機 33 石
㊨

乾媚 鶴 川 右
2 台　 ＠

田織機 （歩 ）
2 灸 → 4 条　　　　　　　　　　　　　　　 例 粂施£ 用

㊥　　　　　　　　　　　 田 櫨機 ‘桑

堆肥盤 195 m　　　　　　　　　　　　　　 雨 よけハ ウス
凱 乳 150 坪

蓑2　労働時間（10β当たり）（単位：時間）

宮 城 県

平　 均

3 血 以 上 層

平　 均

A

（実 年 嘉 ）

種　 子　 予　 括 1．0 1．0 0．4

苗　 代　 一　 切 7．9 9．6 4．5

本 田 耕 起 ・整 地 4’．5 4．2 2，7

基　　　　　 肥 2．6 2．9 0．3

田　　　　　 植 7．1 7．4 3．4

追　　　　　 肥 0，7 0．5 0．2

除　　　　　 草 5．9 5．8 2．3

か ん 排 水 管 理 1 1．1 10．8 3．8

防　　　　　 除 0．9 0．8 0．3

稲 刈 ・ 脱 穀 1 6．6 1 5．6 6．6

乾 燥 ・ 調 整 3．4 2．6 1．6

総 労 働 時 間 6 1．7 6 1．2 2 6．1

経営者能力も一つの要因となっている。

しかし，規模拡大を阻む問題として，現在の専業農家は

表3　生産費
（単位：円）

宮 城 県 平 均
3 厄 以 上 層

平　 均
A （ 5 9 年 度 実 機 ）

10 g 当 た り 6 0 り 当 た り 10 〃 当 た り 1 0 ♂ 当 た り 相 中 当 た り

生

産

雷

種　　　 苗　　　 脅 2 ．7 1 9 3 5 2 1 ．9 1 0 1 ．5－7 1 6 8

肥　　　 料　　　 費 7 ．8 2 4 9 8 7 8 ．3 0 4 6 ．0 7 6 6 5 3

■　 雷　 霊　 刺　 青 ‘．1 4 9 8 2 2 7 ．0 6 2 4 ．3 9 3 4 7 2

光　 熱　 動　 力　 環 3 ．8 7 3 5 0 2 4 ，1 1 ° 6 ．叫 8 7 4 7

そ の 他 法 相 特 徴 1 ．1 8 8 2 19 1 ．】3 1 2 ．8 2 2 3 0 3

水　　　 利　　　 や 5 ．9 8 5 7 7 5 4 ，4 1 9 4 ．9 4 4 5 3 2

貸　 偶 ・ 料 ・ 科 ・ 金 1 0 ．9 9 3 L l j l 2 ．7 9 4 2 ．4 0 0 25 8

建 物 ・土 地 改 良 没 儀 蹟 3 ．7 5 2 4 8 ‘ 3 ．8 10 も．1 1 9 7 3 3

農　　 機　　 具　　 胃 2 8 ．9 8 2 3 ．7 5 2 2 ‘．3 2 3 1 6 ．3 7 6 1，7 6 0

労　　　 働　　　 鸞 4 7 ．0 朗 8 ．0 9 8 4 5 ．1 1 9 19 ．9 1 1 2 ．1 4 1

管　　 用　　 合　　 計 1 1 9 ．0 5 1 15 ．4 1 7 1 0 4 ．7 9 1 7 2 ．2 5 9 7 ．7 6 7

i ll 産　 物　 価　 格 7 ．3 2 2 9 4 8 ‘．5 5 3 9 ．20 0 9 紬

第 1 次　 生　 産　 費 1 ．7 2 9 14 ．佃 9 9 8 ．2 3 8 幻 ．0 5 † 6 ．7 8 1

痍 粗　 収　 益

所　　　 組

川

8

‘1 2 2 1．0 7 5

1 1．4 7 －

　　　　　＼ 2 0 2 ．摘 8

1 4 1 ．3 4 1

2 L T 7 3

1 5 ．2 0 1
得

．鯛 8 　　　　　＼

兼業農家の増加に伴って集落内等の世話役に推される場

合が多くなり，作業適期を逃しがちになるという場面も生

じ集落の問題として専業農家と兼業農家の調整を今後いか

に行っていくか等が課題として残っている。
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